
初秋の彩りが感じられる気候となってきました。猛暑

の夏に取り組んできたことが徐々に成果として表れて来

る時期ともなります。その中で、この夏休みに取り組ん

だボランティア活動を紹介します。

◎地区校外班ボランティア活動（7月27日～30日）

早朝等に 30 分～1時間、地区の公民館や地区センター

等においてゴミ拾いや清掃活動を行いました。いつもお

世話になっている地区の皆さんへ感謝の気持ちを少しで

も伝えることができたでしょうか････。

このボランティア活動を実施しているときに学校に電

話がありました。「中学生が来て、地区の施設を掃除して

くれています。大変ありがたいことです！これから行っ

て、褒めてきます。」というものでした。とても嬉しい電

話でした。

◎夏休み介護･看護･保育体験ボランティア活動

(8月 1日～3日）

町内の施設で、次のような体験ボランティア活動を行

いました。

①介護体験ボランティア

・やまどり福祉会「あすなろ」 8 月 1 日 5名

・西光荘 8 月 2 日 2名

・快老苑 8 月 2 日 2名

・花憩庵 8 月 3 日 7名

・ディサービスワークステーション金ケ崎

8 月 2日 3 名

②看護体験ボランティア

・金ケ崎診療所 8 月 1 日 3 名

③保育体験ボランティア

・金小学童保育 8 月 2 日 2 名

・金ケ崎保育園 8 月 1 日 3 名

・たんぽぽ保育園 8 月 1 日～3日 73 名

④ふれあいレター

町社会福祉協議会

で取り組んでいる一

人暮らしの高齢者や高齢者夫妻世帯への暑中見舞いレタ

ーを届ける活動に今年も協力しました。各学級 3名が心

をもめて「ふれあいレター」の作成に取り組んでくれま

した。総勢 40 名の生徒諸君の協力を得ることができまし

た。大変ありがとうございました。

この夏、様々なボランティア活動に参加協力してくれ

た生徒諸君に改めて感謝します。ありがとうございまし

た。また、この活動を通して介護、看護そして保育という

仕事・職業に目を向け、将来の進路選択に役立ててほしい

ものです。人と人との繋がり、関わりが大切な介護、看

護そして保育の仕事はいつの時代にも、これからも欠か

せないとても大切な仕事となっています。

訂正 第17号地区継走大会女子第1走者及び優

秀選手となった生徒の氏名に誤りがありました。正しく

は千葉さんです。大変申し訳ございませんでした。

8 月 30 日（木）に本町役場を訪問し、町長高橋さんと

教育長千葉さんに今年度の県中総体及び東北中総体等の

報告をしました。この訪問に参加したのは次の生徒諸君

達です。 （敬称略）

○男子バレーボール部

畠山 荒井

地区中総体 1位 県中総体 1位

東北中総体ベスト８

○女子バレーボール部

尾藤

地区中総体２位 県中総体２回戦進出

○女子ソフトテニス個人

菅原 遠藤

地区中総体個人２位 県中総体個人２回戦進出

○男子卓球個人

関原

地区中総体個人１位 県中総体１回戦敗退

○女子卓球部

有住 佐藤

地区中総体１位 県中総体ベスト８

○男子柔道個人

佐々木

地区中総体 50 ㎏級 1位 県中総体 50 ㎏級 2位

東北中総体 50 ㎏級 1回戦敗退

○男子剣道部

高橋 宮舘

地区中総体 1位 県中総体ベスト８

地区中総体個人 2位 県中総体 2回戦進出（高橋）

地区中総体個人 5位 県中総体 1回戦敗退（宮舘）

○陸上個人

土井

県中総体共通男子砲丸投 1位（11ｍ67 ㎝）

東北中総体共通男子砲丸投 20位（10ｍ81 ㎝）

【岩手日報 H30-9-1】

○地区中生連 情報モラルポスター

地区中生連会長 藤澤（金中生徒会長）

【胆江日日 H30-9-2】

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして高き志を

き ざ は し
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